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通信総合研究所とアラスカ大学の北極域中層大気共同観測の一環として、2 台の全天型イメージャー（CRL-ASI）

が 2000 年からフェアバンクス郊外のポーカーフラット観測所（磁気緯度 65.6 度）でオーロラ・大気光の観測を行っ

ている。これらのデータから、2000 年 10 月 27 日 03 - 06 UT （16 - 19 MLT）の時間帯に、ほぼ同じ形状を保ち

ながら長時間視野内に留まり続けるパッチ状のオーロラが Kubota et al., [2003]により発見され、夕方共回転パッ

チ状オーロラ（Evening Corotating Patch （ECP）aurora）と名付けられた。2000 年 10 月から 2003 年 4 月まで

の観測シーズンのデータから 44 イベント同定された。このオーロラは厳密には静止しておらず、揺らぎがあるこ

とから、準共回転オーロラ（Quasi-Corotating Aurora （QCA））と名付けた。QCA の特徴を更に様々な同時観測デー

タと比較し、統計的に調べたところ、1) 主に夕方側で発生し、その発生頻度が 0.2 以上になる時間帯は、1500 - 1900 

MLT である、2) オーロラ発生時の地磁気擾乱は小さく(Kp = 0 - 3+)、磁気嵐や大きなサブストームは起こってい

ない、3) 1 - 数 10 keV 程度の高エネルギー電子の降り込みによって起こされ、また電子沿磁力線加速はおこって

いない、4) QCA 発生領域はプラズマ圏内に位置し、またオーロラのパッチやアークの構造は磁気圏ソース領域で

の微細な冷たいプラズマの構造に対応する、ということがわかった。 

さらに、QCA の構造は磁気圏における冷たいプラズマの構造に対応するという特徴を利用し最大相互相関法

（Maximum Cross-Correlation （MCC）method）を用いて QCA の動きを捉え、流速ベクトルを求め、それを磁気赤

道平面上へ投影することにより、磁気圏プラズマ対流をモニタリングする手法を確立した。DMSP 衛星によるプラ

ズマドリフト速度の観測や、また Volland-Stern 電場モデルや Weimer 電場モデルと QCA から求めたドリフト速度

との比較を行なったところ、それぞれよく対応していることがわかった。また地上磁場変動や、極冠域ポテンシャ

ル変化と比較し、QCA から求めたドリフト速度の変化とのよい一致がみられることがわかった。これらの結果から、

地上からの QCA の観測によって、高分解能で広範囲かつ連続的に静穏時のプラズマ圏特に夕方側プラズマ圏境界付

近の磁気圏ダイナミクスと電場をモニタリングすることができることが示された。QCA を用いた磁気圏ダイナミク

スのモニタリングによって、サブオーロラ帯の物理に新しい結果をもたらすことが期待される。 


